
千葉県がんセンター

地域医療連携室だより

地域連携室便り
　　　　　　第12号

200９年5月1日発行

千葉県がんセンター
地域医療連携室

千葉市中央区仁戸名町666-2
電話・ＦＡＸ

043-264-5633

　

医療機関からのご予約；　直通　043-264-5633
ホームページアドレス；ｈｔｔｐ;//www.chiba-cc.jp/index.html

　

　【地域医療連携室だより】第12号」をお届けいたします。ご一読頂ければ幸
いです。
　また「第52回ＣＯＣのお知らせ」「千葉県がんセンターニュース」「サポー
ティブケアセンター開設のお知らせ」を同封させていただきます。合わせてご
覧頂けますようお願い申し上げます。

　4月より精神腫瘍科を開設しました

　4月より内視鏡科を設立し、内視鏡部長に原太郎医師が就
任しました。内視鏡科では、早期胃がんの内視鏡的粘膜下層
剥離術（ESD）をはじめとして、大腸がんや食道がんに対す
るESDを中心とした内視鏡治療を行います。また、超音波内
視鏡（EUS）を駆使した検査や超音波内視鏡下での生検
（EUS-FNA）も行っています。科の設立により、これまで
以上に内視鏡部門の充実を図っていきたいと思います。
　
内視鏡治療対象患者さんのご紹介はこれまで通り消化器内科
にお願いいたします。

内視鏡科を設立しました

　本年4月より精神腫瘍科を開設し、これまで国立がんセンター東病院に勤務してい
た秋月伸哉医師が精神腫瘍科部長に就任いたしました。
　精神腫瘍科は、あらゆる時期のがん患者さん、ご家族に最適の心のケアを提供し、
病気に関わる気持のつらさ等を和らげ、自分らしくがんと取り組む方法を見出すお手
伝いをする部門です。近年の調査では、がんの経過のどの時期をとっても、2～3割
の方がうつ病や適応障害など精神医学的な診断に相当するつらさを経験しているとい
われています。このようなつらさは、患者さんの生活の質を低下させるだけでなく、
がん治療の妨げとなる場合もあるため、早めにつらさを和らげる治療を受けることが
大切です。精神腫瘍科では、患者さんの心のケアを行うことで、がん治療のサポート
を行っていきます。
　精神腫瘍科では、医師、臨床心理士が診療を行っています。また、体のつらさと心
のつらさを切り離して考えることはできませんので、緩和ケア医、がん看護専門看護
師、薬剤師、医療ソーシャルワーカー、栄養士、理学療法士などと定期的なカンファ
レンスを通じて連携してチーム医療を行っています。
　他院でがんの治療をされている患者さんでも受診可能です。受診には診療情報提供
書をご用意いただき、電話でのご予約をお願いいたします。


